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ワタシ、
見ためは分厚いんですが、
実は、軽いんです。

こんなお困りごとありませんか？

今回は、知ってると活用範囲が広がる紙の厚みと
重さのことにスポットを当てました。

読み方は「かさだかし」。
簡単に説明しますと、一般的な用紙に比べて紙繊維の密度を低くして、
繊維と繊維のすき間に空気を含むようにすることで、一般的な紙とほぼ同じ厚さがあるのに、
ふんわりと軽いのです。
もともとは単行本や芸術書に使用される書籍用紙の一種として開発されました。

…という時には、嵩高紙で解決！！「コート紙」や「上質紙」など、さま
ざまな種類・銘柄があり、その都度本の仕様によって『厚さはこのくらい
欲しいけど、通常よりもっと軽くしたい！』とか、『ページ数はこのままで
もっと厚い本にしたい！ 』とか自由自在に紙を選択できます。

冊子の作成で、原稿が思ったよりもページ数が少なく、薄っぺらな
本になってしまいそう。
もっと見ためにボリューム感を出したいし、背文字も入れたい。
でも、本文の紙を厚くするのは、重たくなってしまうし…

そして
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嵩高紙
かさ だか し

本を軽くすること ３つのメリット

紙を知れば知るほど、表現・用途・コストダウンにつながります。

①発送する際の、重さを軽減できるということ。

②紙の消費を減らし、地球環境に優しい。

③子どもでも、長く本に親しむことができる。

こぼれ話

紙の厚みと重さのおハナシ！

まずは、一般的な紙の重さを表にしてみました。

嵩高紙は、軽くやさしいさわり心地と紙本来の風合いがある
反面、非塗工や微塗工に関しては用紙が粗く印刷の仕上がり
が、一般用紙に比べさほど期待できません。また乾きにくい
ところから印刷のコスレにつながる場合もあります。

…というのは、紙のお話。

フラミンゴ
● 全長 ： 約110cm
● 体重 ： 2.5～4.0kg

フンボルトペンギン
● 全長 ： 約56～70cm
● 体重 ： 4.4kg

※印刷業界では用紙の厚さは「kg」で表わします。これは特定のサイズで用紙を1,000枚
　重ねたときの重さで、「「連量」や「斤量」と呼ばれる単位です。
　どのサイズで1,000枚重ねたときの重さを記載するかは、紙の種類によって異なります。

0.06mm
0.07mm
0.08mm
0.1mm
0.12mm
0.07mm
0.10mm
0.13mm
0.174mm
0.24mm
0.30mm
0.09mm
0.12mm
0.15mm
0.18mm
0.23mm
0.19mm
0.25mm
0.09mm
0.15mm

58kg
73kg
90kg
110kg
135kg
70kg
90kg
110kg
135kg
180kg
220kg
70kg
90kg
110kg
135kg
180kg
180kg
220kg
70kg
110kg

極薄
薄手
標準
少し厚手
厚手
薄手
標準
少し厚手
厚手
かなり厚手
最厚手
薄手
標準
少し厚手
厚手
かなり厚手
かなり厚手
最厚手
薄手
少し厚手

光沢紙（コート紙） 

マット紙

普通紙（上質紙）

アートポスト

色上質紙

一般的な紙の厚さ（kg）と
1枚あたりの厚さ（mm）

1枚あたりの
用紙の厚さ
（mm）

連量の
用紙の厚さ （kg）紙の種類


